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暖かくなりましたねぇ　サクラも咲きましたねぇ　ゴロッケーは楽しいねぇ（総合体育館ゴロッケーコース）



②

CO2 の削減は
一人当たり
240 ㎏が目標です

このまま推移すると、北広島市の 2010（平成
22）年度の二酸化炭素排出量は 6.63 トン／人
と推計されています。
北広島市地域省エネルギービジョンでは、2010
年度における市民一人当たりの二酸化炭素排出
量を、1990（平成２）年度に比べて６％削減
することを目標としています。
この目標を達成するためには、市民一人当たり
240 ㎏の削減に向けた取り組みが必要です。

●シャワーの流しっぱなしはしない
　➡年間 700 円の節約
　　（CO2 は 29 ㎏削減）

●冷蔵庫の開け閉めは少なく
　➡年間 400 円の節約
　　（CO2 は 9㎏削減）

●冷房は28℃を目安に
　➡年間 700 円の節約
　　（CO2 は 16 ㎏削減）

●買い物は自転車で
　➡年間 4,600 円の節約
　　（CO2 は 95 ㎏削減）

◆地球温暖化防止ＰＲ展◆
◇日時　７月１日㈯　10:30 ～ 16:30
◇会場　エルフィンパーク
◇テーマ
　生活者として二酸化炭素を減らす工夫
　「こまめに」を市民の合言葉にしよう！
◇内容
●地球温暖化～情報とデータ～展
●小・中学生の省エネポスターと標語の展示
●省エネグッズの展示
●体験コーナー
　・地球温暖化ふせぎ隊による買い物ゲームなど
　・地場産の食材で料理を作ってみよう
　・自然を大切にするカミネッコンで森を守ろう

平成18年 2 月、「北広島市地域省エネルギー
ビジョン」を策定しました。
市では、このビジョンに基づき、さまざまな
省エネ活動を推進していきます。
ここでは、市民・事業者・市が連携・協働し
て一層の省エネルギーを推進するための内容
や今後の取り組みをご紹介します。
みんなで、北広島市を『環境にやさしいまち』
にしましょう。

＊『地球温暖化ふせぎ隊』は、㈶北海道環境財団の趣旨
に賛同するボランティアグループです。ふせぎ隊では、
身近な生活の中での温暖化防止行動に取り組むきっかけ
を皆さんに持っていただくため、道内各地で体験エコ教
室や地球温暖化体験ゲームなどを実施しています。



③

●急発進・急加速をしない
　➡年間 3,200 円の節約
　　（CO2 は67㎏削減）

●お風呂は続けて入り、追いだきをしない
　➡年間 2,900 円の節約
　　（CO2 は 120 ㎏削減）

●月に１回ノーカーデー
　➡年間 5,500 円の節約
　　（CO2 は 114 ㎏削減）

●テレビのつけっぱなしはしない
　➡年間 1,000 円の節約
　　（CO2 は22㎏削減）

●暖房温度を今より１℃下げる
　➡年間 3,600 円の節約
　　（CO2 は 151 ㎏削減）
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エコ・パートナーシップ北広島の皆さん
＊『エコ・パートナーシップ北広島』は、温室効果ガス
の削減など地球温暖化防止活動を地域で推進することを
目的に、平成16年３月に設立された地球温暖化対策地域
協議会です。省エネ・ごみ減量など環境と暮らしをテー
マに活動する消費者協会・生活学校・商工会女性部を中
心に構成されています。



◇問合せ　環境課（☎ 372-3311 内線 822）

④
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事
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進
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■問合せ　税務課（☎ 372-3311　内線 830）

平成 18年度の市道民税納税通知書を送付します！

　平成 18 年度の市道民税納税通知書は６月２日に
発送します。ただし、市道民税が勤め先で給料から
天引きになっている「特別徴収」の方には、５月 10
日に勤め先へ納税通知書を送付しました。
　平成 18 年度の市道民税では、多くの方の税額が
昨年度より増えています。この理由の多くは、税制
改正により市道民税の算定方法などに変更があった
ためです。ここでは、今年度の市道民税の主な変更
点５つを説明していきます。

所得控除とは別に税額
を調整するもの
例）定率減税など

その年に得たすべての
金額のこと 収入から必要経費を差

し引いたもの
個々の状況により所得
から差し引くもの　
例）扶養控除など

年金収入金額 所 得 の 計 算 方 法
～ 140 万円 ０円

140万～ 260万円 収入金額－ 140 万円
260万～ 460万円 収入金額× 0.75 －   75 万円
460万～ 820万円 収入金額× 0.85 － 121 万円
820 万～    　　　 収入金額× 0.95 － 203 万円

年金収入金額 所 得 の 計 算 方 法
～ 120 万円 ０円

120 万～ 330 万円収入金額－ 120 万円
330 万～ 410 万円収入金額× 0.75 －   37.5 万円
410 万～ 770 万円収入金額× 0.85 －   78.5 万円
770 万～　　　　 収入金額× 0.95 － 155.5 万円

　表のように所得の計算方法が変更になりました。65 歳未満
の方の年金所得計算方法に近づけた内容です。
　その結果、前年と同じ年金収入でも所得が多く計算されます。
しかし、同じ収入金額の給与収入者より所得が少なく計算され
るようになっています。

　　　　　　　　　　　　65 歳以上で所得が 1000 万円以下の方に適用されていた住民税 48 万円（所得税
50 万円）の控除が廃止されました。このため、65 歳未満の方との格差がなくなり、課税される所得金額が
多く計算されます。

　65 歳以上で所得が 125 万円以下の方は、今まで住民税が非　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
課税で負担がありませんでしたが、この制度が廃止になりまし
た。そのため、一般の方と同じように、扶養者がいない方は、
所得が 32 万円を超えると住民税が課税となります。配偶者を扶養している方は、所得 83 万円までが非課税
です。（経過措置で、昭和 15 年 1 月 1 日以前生まれで所得が 125 万円以下の方は、算出された税額から平
成 18 年度は 3 分の 2、19 年度は 3 分の 1 が減額されます）

　　税額から差し引かれる「定率
減税」の計算方法が変更になりま
した。

　通常、所得が 32 万円（給
与収入で 97 万円）を超える
場合に住民税の均等割 4000
円が課税となりますが、生計
を一にする夫が市民税の均等割を負担している場合は、その妻の
均等割は今まで免除されていました。
　しかし、この制度が廃止になり、平成 17 年度は経過措置で半
額（年額 2000 円）の課税、18 年度は全額課税されます。18 年度
は 32 万円を超える所得のある方には、住民税均等割が課税となり
ます。

　平成 17 年分の収入について所得税の確定申告をしていないために 18 年度
の市道民税額が大きく計算されている場合があります。支払った社会保険・
生命保険料などがある方は申告により控除が受けられます。確定申告をする
と市道民税申告も同時に行ったとみなされ、市道民税でも控除が受けられ税
額が小さくなる可能性があります。
　確定申告期間は３月 15 日で終了しましたが、税務署での確定申告はこれ
からでもできます。郵送でも受け付けていますので、ぜひ税務署（北広島市
の管轄は札幌南税務署）へご相談ください。
【札幌南税務署】
〒 062-0051 札幌市豊平区月寒東 1 条 5 丁目 3-4　☎ 853-1011
＊地下鉄東豊線「月寒中央駅」から徒歩10分、または中央バス「月寒中央通4丁目」から徒歩5分、駐車場（約20台）もあります。

増税はこたえるが、国の
きまりだからナ～。
そう言えば、支払った社
会保険料や生命保険料が
あったけど、申告した方
が良かったかな？　税務
署に相談してみるか！

① 収入－必要経費＝所得
② 所得－所得控除＝課税される所得金額
③ 課税される所得金額×税率＝税額
④ 税額－税額控除＝確定税額　

変
更
前 変

更
後

⑤

＊年金や給与の所得は、決められた計算式で所得を算出します。



⑥

　

平
成
17
年
度
下
半
期
に
は
、
社
会

福
祉
関
係
経
費
、
除
雪
費
な
ど
を
増

額
し
た
ほ
か
、
小
中
学
校
の
ア
ス
ベ

ス
ト
除
去
復
旧
事
業
な
ど
教
育
環
境

の
整
備
費
を
新
た
に
追
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
事
務
事
業
の
確
定
見
込
み
に

よ
る
予
算
の
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

区分 下半期補正額

交付金 4,224 万円
地方交付税（1億 1,027 万円）地方譲与税（△ 600 万円）
地方消費税交付金（△ 5,000 万円）地方特例交付金（△
1,203 万円）

国庫支出金 3億 3,393 万円
福祉関係（1億 7,664 万円）保健衛生関係（6,897 万円）
道路関係（△ 345 万円）教育関係（9,190 万円）その他（△
13 万円）

道支出金 △ 3,047 万円 福祉関係（△ 1,295 万円））その他（△ 1,752 万円）

その他 2億 5,597 万円
市税（8,000 万円）分担金負担金（24 万円）寄付金（501
万円）繰入金（△ 412 万円）繰越金（9,276 万円）諸収
入（298 万円）市債（△ 7,910 万円）

合計 6億 0,167 万円

区分 下半期補正額
議会費 △ 858 万円 議会関係△ 858 万円

総務費 1億 7,233 万円 国勢調査等統計関係（△ 984 万円）コミュニティ施設
整備費（△ 716万円）減債基金積立ほか（1億 8,933 万円）

民生費 2億 5,872 万円

国保ほか特別会計への繰出（1,949 万円）社会福祉関係
（1億 7,900 万円）高齢福祉関係（84 万円）障がい福祉
関係（2,312 万円）児童福祉関係（1,501 万円）医療給
付関係（2,126 万円）

衛生費 △ 1,481 万円 保健衛生関係（△ 122 万円）火葬場関係（45 万円）
ごみ処理関係（△ 1,404 万円）

農林水産業費 △ 258 万円 農業関係（△ 258 万円）
商工労働費 266 万円 融資関係（266 万円）

土木費 3,367 万円 道路関係（△ 450 万円）公園関係（△ 411 万円）除雪
関係（4,860 万円）下水道特別会計への繰出（△ 632万円）

消防費 7万円 常備消防関係（100 万円）救急業務経費（△ 93 万円）

教育費 2億 2,457 万円

小中学校管理経費（1,000 万円）小学校放送設備（3,800
万円）小中学校アスベスト除去関係（1億 7,129 万円）
小学校建設事業（△ 799万円）社会教育関係（1,120 万円）
小学校給食運営経費（207 万円）

職員費 △ 6,438 万円 給与関係（△ 6,438 万円）
合計 6億 0,167 万円

歳入

歳出

　一般会計の補正内容

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
で

は
、
療
養
給
付
費
な
ど
で
２
億
７
２

２
万
円
、
老
人
保
健
特
別
会
計
で
は
、

医
療
給
付
費
や
医
療
費
支
給
費
な
ど

で
８
億
４
千
２
３
３
万
円
を
そ
れ
ぞ

れ
所
要
見
込
み
額
に
増
額
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
・

霊
園
事
業
特
別
会
計
・
介
護
保
険
特

別
会
計
で
は
、
事
業
費
の
確
定
見
込

み
に
伴
い
そ
れ
ぞ
れ
減
額
補
正
し
て

い
ま
す
。

費
目
を
そ
れ
ぞ
れ
決
算
見
込
み
額
に

補
正
し
ま
し
た
。

　

３
月
末
ま
で
の
執
行
状
況
（
確
定

は
５
月
末
）
は
、
収
入
が
１
５
６
億

８
千
１
４
９
万
円
（
対
予
算
額
78
・

６
％
）、
支
出
額
が
１
８
１
億
３
千

３
１
０
万
円
（
対
予
算
額
90
・
９
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

支
出
額
に
対
し
て
一
時
的
に
不
足

す
る
資
金
（
24
億
５
千
１
６
１
万
円
）

に
つ
い
て
は
、
基
金
や
各
会
計
間
の

資
金
流
用
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
は
、
歳
入
歳
出
と
も
に

６
億
１
６
７
万
円
を
増
額
し
、
最
終

予
算
規
模
は
１
９
９
億
５
千
１
６
５

万
円
、
前
年
度
に
比
べ
２
・
６
％
増

加
し
ま
し
た
。

　

歳
入
予
算
は
、
生
活
保
護
費
な
ど

の
増
加
、
小
中
学
校
ア
ス
ベ
ス
ト
除

去
復
旧
事
業
に
伴
い
国
庫
支
出
金
を

大
き
く
増
額
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市

税
や
地
方
消
費
税
交
付
金
な
ど
を
決

算
見
込
み
額
に
補
正
し
ま
し
た
。

　

歳
出
予
算
は
、
生
活
保
護
費
、
医

療
給
付
関
係
経
費
、
除
雪
関
係
経
費
、

小
中
学
校
管
理
経
費
な
ど
を
増
額
し

ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
大
曲
東
小
学

校
と
北
の
台
小
学
校
の
学
校
放
送
設

備
と
、
小
中
学
校
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去

復
旧
経
費
を
新
た
に
追
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
職
員
費
を
減
額
し
た
ほ
か
、

事
務
事
業
の
確
定
見
込
み
に
よ
り
各

 

一
般
会
計

 

特
別
会
計･

企
業
会
計

平成 18 年３月31日現在
人口 60,698 人（対前年比＋ 424 人）、世帯 24,597 世帯（対前年比＋ 569 世帯）
５月31日までが前年度の出納整理期間となるため、決算額とは異なります。

平成17 年度下半期（10月～３月）の予算の動きを
通して、市民の皆さんが納めた税金がどのように使
われているのか、借入金や基金がどのくらいあるの
かなど、市の財政状況をお知らせします。



問合せ　財政課（☎ 372-3311 内線 865）

区分 上半期予算額 下半期補正額 現計予算額 収入済額 支出済額
一般会計 193億 4,998 万円 6億 0,167 万円 199 億 5,165 万円 156 億 8,149 万円 181 億 3,310 万円

国民健康保険 54億 2,494 万円 2億 0,722 万円 56 億 3,216 万円 44 億 0,474 万円 49 億 1,624 万円

老人保健 54億 9,166 万円 8億 4,233 万円 63 億 3,399 万円 57 億 1,861 万円 56 億 9,762 万円

下水道 19億 1,241 万円 400 万円 19 億 1,641 万円 16 億 0,547 万円 18 億 2,865 万円

霊園 4,590 万円 291 万円 4,881 万円 3,445 万円 3,456 万円

介護保険 24億 3,433 万円 △ 1億 8,093 万円 22 億 5,340 万円 21 億 6,329 万円 19 億 0,685 万円

合計 346億 5,922 万円 14 億 7,720 万円 361 億 3,642 万円 296 億 0,805 万円 325 億 1,702 万円

　会計別予算の執行状況

区分　 上半期予算額 下半期補正額 現計予算額 収入・支出額

水
道
事
業

収益的
収入 12億 2,786 万円 0円 12 億 2,786 万円 12 億 2,127 万円
支出 11 億 8,650 万円 0円 11 億 8,650 万円 11 億 6,676 万円

資本的
収入 2億 3,742 万円 0円 2億 3,742 万円 2億 3,037 万円
支出 5億 3,010 万円 0円 5億 3,010 万円 5億 0,332 万円

　企業会計予算の執行状況

区分 予算額 収入済額 予算に対する収入率
市民税（個人） 19 億 5,467 万円 17 億 1,808 万円 87.9%
市民税（法人） 5億 1,775 万円 4億 9,997 万円 96.6%
固定資産税 33 億 5,922 万円 33 億 6,792 万円 100.3%
軽自動車税 5,323 万円 5,423 万円 101.9%
市たばこ税 3億 9,806 万円 3億 7,334 万円 93.8%
入湯税 1,148 万円 1,121 万円 97.6%

都市計画税 5億 8,920 万円 5億 8,832 万円 99.9%
合計 68 億 8,361 万円 66 億 1,307 万円 96.1%

　市税の収納状況

財政調整基金 4億 1,900 万円
減債基金 5億 7,800 万円

地域振興基金 600 万円
義務教育施設整備基金 1億 7,400 万円

庁舎建設基金 10 億 5,800 万円
土地開発基金 5億 6,500 万円

きたひろしま人材育成基金 1,000 万円
生涯学習振興基金 1億 5,000 万円
地域福祉基金 3億 0,200 万円

緑のまちづくり基金 1,400 万円
施設営繕基金 2億 0,800 万円
奨学基金 4,400 万円

農業後継者等育成基金 1,200 万円
高額療養費貸付金 300 万円
霊園管理基金 3億 1,200 万円

介護給付費準備基金 1億 4,600 万円
合計 40 億 0,100 万円

　基金の現在額

有価証券 900 万円
出資金 21 億 3,600 万円

　有価証券･出資金

普通会計 232 億 8,900 万円
 

 

一般会計 231 億 7,500 万円
霊園会計 1億 1,400 万円

介護保険 4,400 万円
公営企業 117 億 2,353 万円

上水道 15 億 9,153 万円
下水道 99 億 0,000 万円
駐車場 2億 3,200 万円
合計 350 億 5,653 万円

　市債の残額

　

家
計
の
給
料
な
ど
の
収
入
に
相
当

す
る
市
税
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
上
で
貴
重
な
財
源
で
あ
り
、
歳
入

予
算
全
体
の
34
・
５
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
３
月
末
の
収
入
額
は
66
億
１

千
３
０
７
万
円
で
、
予
算
に
対
す
る

収
入
率
は
96
・
１
％
（
前
年
度
は
96
・

８
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

家
計
の
預
金
や
貯
金
な
ど
に
相
当

す
る
基
金
は
、
40
億
１
０
０
万
円
（
17

年
度
末
見
込
み
額
）
と
な
り
、
市
民

一
人
当
た
り
で
は
約
６
万
６
千
円
で
、

前
年
度
と
比
較
す
る
と
４
千
円
減
少

し
ま
し
た
。

　

家
計
の
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
に
相
当

す
る
市
債
借
入
額
は
、
普
通
会
計
で

２
３
２
億
８
千
９
０
０
万
円
（
17
年

度
末
見
込
み
額
）
と
な
り
、
市
民
一

人
当
た
り
で
は
約
38
万
３
千
円
で
、

前
年
度
と
比
較
す
る
と
９
千
円
増
加

し
ま
し
た
。

　　

少
子
高
齢
化
の
進
行
や
、
景
気
の

低
迷
に
よ
る
所
得
の
減
少
な
ど
か
ら
、

 

市
税

 

市
債

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

 

基
金

（消費税込み）

保
健
・
医
療
・
福
祉
・
介
護
な
ど
の

行
政
需
要
は
ま
す
ま
す
増
大
し
、
そ

れ
に
伴
う
経
費
も
今
後
増
加
す
る
も

の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
次
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
な
ど
に

掛
か
る
経
費
も
同
様
に
増
加
す
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

市
の
財
政
状
況
は
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
行
財

政
構
造
改
革
の
着
実
な
推
進
と
取
り

組
み
に
よ
り
経
費
の
削
減
に
努
め
、

健
全
な
財
政
運
営
を
図
っ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
財
政
と
い
う
職
場
に
来
て

早
５
年
。
平
成
17
年
度
は
、
新
市

長
の
も
と
年
の
途
中
で
新
し
い
事

業
に
取
り
組
む
た
め
、
補
正
予
算

で
取
り
入
れ
た
り
と
忙
し
い
１
年

で
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
て
最
終
予
算

が
確
定
し
決
算
の
時
期
を
迎
え
る

と
、
毎
年
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す

が
、
ほ
っ
と
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
限
ら
れ
た
財
源
で

最
大
の
効
果
が
上
が
る
よ
う
に
、

私
自
身
も
含
め
ス
タ
ッ
フ
一
同
明

る
く
頑
張
り
ま
す
。（
川
村
裕
樹
）

⑦



じ
っ
く
り
話
し
合
う
こ
と
、

こ
こ
か
ら
す
べ
て
始
ま
る

⑧

西部地区生涯学習振興会の
初代会長に就任した

河上　昭さん
かわかみ・あきら
島松在住。
今年度設立したばかりの西部
地区生涯学習振興会の会長に
就任。市社会教育委員など多
くの公職を歴任。現在は西地
区連合町内会会長としても活
躍している。本業は農業。

地
域
の
生
涯
学
習
活
動
や

市
民
活
動
を
、
地
域
の

人
た
ち
が
地
域
の
視
点
で
企
画

し
運
営
し
て
い
こ
う
と
い
う「
地

域
生
涯
学
習
振
興
会
」
の
取
り

組
み
が
、
一
早
く
西
部
地
区
で

始
ま
っ
た
。
そ
れ
が
「
西
部
地

区
生
涯
学
習
振
興
会
」
だ
。

　

そ
し
て
、
こ
の
振
興
会
の
初

代
会
長
に
選
ば
れ
た
の
が
河
上

昭
さ
ん
。
ご
本
人
は
「
昨
年
、
西

地
区
公
民
館
の
館
長
を
引
き
受

け
た
そ
の
延
長
で
や
る
こ
と
に
」

と
謙
そ
ん
ぎ
み
だ
が
、
河
上
さ

ん
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
行
動

力
は
誰
も
が
知
る
と
こ
ろ
だ
。

　

長
年
西
地
区
連
合
町
内
会
の

会
長
を
務
め
て
い
る
。
そ
の
活

動
の
中
で
何
よ
り
も
地
域
住
民

の
意
見
を
吸
い
上
げ
て
、
そ
れ

を
反
映
し
て
い
く
こ
と
が
一
番

大
切
と
考
え
、力
を
注
ぐ
。「
情

報
や
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
は
、
各
町
内
会
や
そ
の
会

員
隅
々
ま
で
必
ず
行
き
渡
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
て

意
見
を
吸
い
上
げ
、
あ
と
は
時

間
を
か
け
て
議
論
し
、
意
見
の

集
約
を
し
ま
す
。
こ
れ
を
必
ず

や
る
よ
う
に
し
て
い
る
の
で
す
。

人
は
皆
考
え
も
違
い
ま
す
し
、

本
当
に
納
得
す
る
の
は
難
し
い
。

し
か
し
、
じ
っ
く
り
話
し
合
え

ば
、
納
得
は
で
き
な
く
て
も
お

互
い
少
し
ず
つ
歩
み
寄
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
や

り
方
で
地
域
の
意
見
を
集
約
す

る
の
は
確
か
に
時
間
が
か
か
り

ま
す
が
、
拙
速
に
や
る
の
は
も

っ
と
ダ
メ
で
す
」

た
と
え
ば
、
西
部
小
学
校

の
移
転
の
問
題
。「
学
校

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
、
多
く
の
子
ど

も
た
ち
が
交
通
量
の
多
い
国
道

36
号
を
横
断
し
登
下
校
す
る
の

は
危
険
と
い
う
話
が
出
た
の
が

き
っ
か
け
で
し
た
。
こ
の
話
も

関
係
の
あ
る
と
こ
ろ
だ
け
で
な

く
各
町
内
会
な
ど
地
域
に
周
知

し
ま
し
た
」

　

西
部
小
学
校
は
歴
史
も
古
く

長
年
地
域
で
親
し
ま
れ
て
き
た

こ
れ
を
撤
去
し
た
。
代
わ
り
に

大
き
な
ス
テ
ー
ジ
を
真
ん
中
に

作
り
、
太
鼓
を
何
台
も
配
置
。

複
数
の
子
ど
も
た
ち
が
た
た
け

る
よ
う
に
し
た
。
こ
れ
が
大
好

評
。「
良
い
こ
と
は
ど
ん
ど
ん

取
り
入
れ
れ
ば
い
い
の
で
す
。

そ
の
方
が
楽
し
い
で
す
し
、
み

ん
な
の
た
め
に
な
る
で
し
ょ
う

？
」
と
河
上
さ
ん
は
笑
う
。

今
ま
で
多
く
の
地
域
活
動

を
先
頭
に
立
っ
て
行
っ

て
き
た
河
上
さ
ん
。
生
涯
学
習

振
興
会
会
長
と
い
う
新
た
な
挑

戦
に
つ
い
て
聞
い
た
。「
今
は

多
様
性
に
富
ん
だ
時
代
。
単
に

人
を
集
め
る
と
い
う
の
で
は
な

く
、
多
く
の
人
が
そ
れ
ぞ
れ
に

や
り
た
い
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
学
習
の
場
、
研
さ
ん
の
場
を

つ
く
り
提
供
す
る
こ
と
が
生
涯

学
習
振
興
会
の
、
そ
し
て
わ
た

し
の
役
目
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

河
上
さ
ん
の
い
ち
ご
農
園
も

シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
。
新
し
い

活
動
も
加
わ
り
大
忙
し
だ
。

学
校
だ
。
昔
か
ら
暮
ら
す
住
民

か
ら
は
移
転
反
対
の
意
見
も
聞

か
れ
た
。「
し
か
し
、議
論
の
末
、

学
校
に
通
う
子
ど
も
た
ち
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
な
ど
当
事
者
に
と
っ
て
ど

う
か
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
移
転
に
意
見
が
ま
と
ま

っ
た
の
で
す
。
市
の
協
力
も
あ

っ
て
、
ほ
か
に
は
な
い
地
域
に

開
か
れ
た
良
い
学
校
が
で
き
ま

し
た
」
と
当
時
を
振
り
返
る
。

さ
ら
に
河
上
さ
ん
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
と
行
動
力

は
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
に
発
揮

さ
れ
る
。

　

毎
年
お
盆
に
夏
祭
り
を
開
催

し
て
い
た
が
、
思
い
切
っ
て
開

催
時
期
を
変
え
た
。
お
盆
の
時

期
は
、
西
部
地
区
に
暮
ら
す
若

い
世
代
の
人
た
ち
が
帰
省
し
て

し
ま
い
、
北
広
島
か
ら
い
な
く

な
る
か
ら
だ
。
こ
れ
に
よ
り
、

若
い
世
代
も
祭
り
に
参
加
し
、

今
で
は
何
千
人
も
集
ま
る
祭
り

と
な
っ
た
。
ま
た
、
夏
祭
り
に

は
付
き
物
の
盆
踊
り
の
や
ぐ
ら
。



 

市制から10年

　

市
制
記
念
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、

「
輝
く
緑　

大
志
が
育
つ　

北
広
島
」。

町
民
か
ら
募
集
さ
れ
決
定
し
た
こ
の
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
は
、
こ
ん
な
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
た
。「
豊
か
な
緑
が

い
つ
ま
で
も
残
り
、
み
ん
な
の
夢
が
ま

ち
づ
く
り
の
中
で
大
き
く
広
が
っ
て
ほ

し
い
」
と
…
。

　

市
制
か
ら
10
年
、
こ
の
機
会
に
わ
た

し
た
ち
の
ま
ち
の
今
と
、
こ
れ
か
ら
の

こ
と
を
考
え
て
み
る
の
も
い
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　　

平
成
８
（
１
９
９
６
）
年
６
月
、
さ

ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
が
始
ま
り
、
５
万市制施行記念式典の様子

　

中
島
ゼ
ミ
の
版
画
や
染
色
な
ど
の
作

品
を
、
６
月
４
日
〜
６
日
に
エ
ル
フ
ィ

ン
パ
ー
ク
で
大
学
Ｐ
Ｒ
展
と
し
て
開
催

し
ま
す
。

　

ま
た
、
６
月
23
日
〜
25
日
は
大
学
祭

で
す
。
写
真
・
絵
画
・
Ｃ
Ｇ
な
ど
学
生

の
作
品
を
展
示
し
ま
す
の
で
、
市
民
の

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

「
よ
っ
て
、
こ
の
風
景
」

作品・文とも
道都大学

デザイン学科４年
石田恵祐さん

184

⑨

26

３
千
人
が
一
体
と
な
っ
て
歴
史
の
大
き

な
節
目
を
お
祝
い
す
る
ム
ー
ド
が
高
ま

っ
た
。

　

８
月
31
日
に
「
閉
町
式
」、
９
月
１

日
に
は
「
開
市
式
」
と
記
念
式
典
が
行

わ
れ
、新
生
「
北
広
島
市
」
が
誕
生
し
た
。

　

道
内
で
の
市
制
施
行
は
、
昭
和
47
年

の
伊
達
市
以
来
24
年
ぶ
り
で
、
道
内
で

は
33
番
目
、
全
国
で
は
６
６
７
番
目
の

市
と
な
っ
た
。

　

初
代
市
長
と
な
っ
た
本
禄
哲
英
市
長

は
、
市
制
施
行
に
当
た
っ
て
こ
の
よ
う

に
述
べ
た
。

　
「
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
あ
っ
て
、
ひ

た
す
ら
郷
土
発
展
に
献
身
的
な
ご
努
力

を
傾
注
さ
れ
た
先
人
諸
氏
に
よ
り
、
北

広
島
市
の
今
日
の
礎
が
築
か
れ
ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
は
、
今
日
か
ら
北

広
島
市
と
し
て
新
し
い
歴
史
の
第
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
す
が
、
理
想
都
市
の
建

設
は
一
朝
一
夕
に
し
て
な
る
も
の
で
は

な
く
、
私
た
ち
の
子
・
孫
さ
ら
に
は
幾

世
代
に
も
渡
る
長
い
道
の
り
が
必
要
で

す
。
こ
の
地
で
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
、

そ
し
て
住
む
こ
と
に
誇
り
を
持
て
る
、

快
適
で
創
造
性
豊
か
な
『
生
活
文
化
都

市
』
の
建
設
に
向
け
、
力
を
合
わ
せ
頑

張
っ
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」

２

　

夢
プ
ラ
ザ（
大
曲
３
７
０
〜
２
）

に
、
知
的
障
が
い
者
が
働
く
喫
茶

店
「
コ
ー
ヒ
ー
ラ
ウ
ン
ジ
・
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

夢
プ
ラ
ザ
に
入
る
と
す
ぐ
正
面

に
お
店
が
あ
り
、
入
り
や
す
く
、

壁
一
面
の
窓
か
ら
射
し
込
む
日
の

光
と
シ
ラ
カ
バ
の
木
の
緑
が
店
内

を
明
る
く
照
ら
し
、
ま
る
で
森
の

中
に
い
る
よ
う
で
す
。

　

来
店
し
た
お
客
さ
ん
か
ら
は「
雰

囲
気
が
お
し
ゃ
れ
で
、
コ
ー
ヒ
ー

が
す
ご
く
お
い
し
い
。
店
員
の
対

応
も
一
生
懸
命
で
と
て
も
い
い
で

す
」
と
、
評
判
も
上
々
。

　

市
民
と
地
域
の
活
動
を
つ
な
ぐ

店
「
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」。
皆
さ
ん

も
一
度
、
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？　

技
法
は
孔
版
（
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
）



⑩

購
入
費
を
助
成
し
ま
す

　

電
動
生
ご
み
処
理
機

　

生
ご
み
の
減
量
化
を
進
め
る
た

め
、
電
動
生
ご
み
処
理
機
の
購
入

費
を
助
成
し
ま
す
。

条
件　

市
内
に
お
住
ま
い
の
方
で
、

市
内
の
業
者
か
ら
購
入
す
る
も
の

（
１
世
帯
１
台
）

助
成
額　

購
入
価
格
の
２
分
の
１

以
内
の
額
（
そ
の
額
に
１
０
０
円

未
満
の
端
数
が
生
じ
た
と
き
は
、

こ
れ
を
切
り
捨
て
た
額
。
限
度
額

は
２
万
円
）

助
成
台
数　

25
台

申
込
み　

６
月
９
日
ま
で
に
廃
棄

物
対
策
課
か
各
出
張
所
、
団
地
住
民

セ
ン
タ
ー
、
エ
ル
フ
ィ
ン
パ
ー
ク

＊
購
入
す
る
前
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
電
話
で
の
申
し
込
み
は

で
き
ま
せ
ん
。
購
入
時
に
、
助
成

額
と
の
差
額
分
を
業
者
に
支
払
っ

て
も
ら
い
ま
す
。
抽
選
に
な
る
場

合
は
別
途
連
絡
し
ま
す
。

問
合
せ　

廃
棄
物
対
策
課
（
内
線

６
０
６
）

　

水
道
週
間
の
期
間
中
（
６
月
１

日
〜
７
日
）、
無
料
で
家
庭
の
給

水
装
置
（
蛇
口
な
ど
）
の
点
検
・

軽
修
理
な
ど
を
行
い
ま
す
。

対
象　

市
内
の
老
人
世
帯･

母
子

世
帯･

障
が
い
者
世
帯

内
容　

家
庭
の
給
水
装
置
の
点
検
、

軽
微
な
修
理
、
給
水
装
置
の
相
談

（
修
理
は
内
容
に
よ
っ
て
有
料
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

問
合
せ　

北
広
島
市
管
工
事
協
会

（
☎
375
〜
３
９
８
８
）

　

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

　

消
防
署
で
は
、
救
急
車
が
到
着

す
る
ま
で
の
間
、
市
民
の
方
に
応

急
手
当
を
し
て
い
た
だ
き
、
救
命

率
の
向
上
を
図
る
た
め
基
礎
的
な

応
急
手
当
を
指
導
し
ま
す
。
受
講

者
に
は
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

対
象　

中
学
生
以
上

日
時　

６
月
19
日
㈪　

午
前
９
時

〜
正
午

会
場　

消
防
本
部
防
災
研
修
室

定
員　

15
人

申
込
み　

６
月
12
日
ま
で
に
市
消
防

署
救
急
担
当
（
☎
373
〜
２
３
２
２
）、

消
防
署
大
曲
出
張
所
（
☎
377
〜
３

０
２
０
）、
消
防
署
西
の
里
出
張

所
（
☎
375
〜
３
１
１
９
）、
FAX 
373

〜
６
２
３
０
（
住
所
・
生
年
月
日
・

連
絡
先
を
明
記
）　

　

平
成
17
年
度
の
税
制
改
正
（
65

歳
以
上
の
方
の
非
課
税
限
度
額
の

廃
止
）
の
影
響
を
受
け
る
方
に
対

し
、
保
険
料
の
急
激
な
負
担
の
増

加
を
一
定
程
度
に
抑
え
る
た
め
、
保

市　役　所
　　　（代表）☎372-3311
西の里出張所　　☎ 375-3209
大曲出張所　　☎ 376-2530
西部出張所　　☎ 376-2103
団地住民センター　　☎ 372-0676
エルフィンパーク　　☎ 376-8880

　

家
庭
の
給
水
装
置
を

　

無

料

点

検

　

介
護
保
険
料
の

　

緩
和
措
置
に
つ
い
て

☎

☎



⑪

険
料
の
緩
和
措
置
を
実
施
し
ま
す
。

対
象　

市
民
税
の
経
過
措
置
対
象

者
か
、
そ
の
方
と
同
一
世
帯
の
第

１
号
被
保
険
者
で
、
経
過
措
置
対

象
者
以
外
の
課
税
者
が
い
な
い
方

内
容　

平
成
17
年
度
の
税
制
改
正

が
な
か
っ
た
場
合
と
比
較
し
た
増

額
分
か
ら
平
成
18
年
度
は
お
お
む

ね
３
分
の
２
、
19
年
度
は
お
お
む

ね
３
分
の
１
を
減
額

＊
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
は
６

月
９
日
に
発
送
し
ま
す
。

問
合
せ　

高
齢
者
支
援
課
（
内
線

８
１
６
）

　

陸
上
自
衛
隊
演
習

実
施
日
程　

６
月
３
日
㈯
・
５
日

㈪
・
７
日
㈬
＝
午
前
６
時
〜
午
後

８
時
、
６
月
６
日
㈫
・
８
日
㈭
・

９
日
㈮
＝
午
前
６
時
〜
午
後
10
時

（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

実
施
場
所　

島
松
射
爆
撃
場

実
施
部
隊　

第
７
・
11
師
団
、
北

部
方
面
教
育
連
隊
、第
１
戦
車
群
、

第
１
特
科
団

問
合
せ　

防
衛
担
当
（
内
線
７
３
２
）

　　
試
験
日　

７
月
30
日
㈰

会
場　

札
幌
市
ほ
か

種
類　

●
危
険
物
取
扱
者
＝
乙
種

（
第
４
類
）、
丙
種
●
消
防
設
備
士

＝
甲
種
、
乙
種

願
書
受
付　

６
月
20
日
か
ら
29
日

ま
で
に
㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ

ー
北
海
道
支
部
（
〒
060
〜
８
６
０

３
札
幌
市
中
央
区
北
５
条
西
６
丁

目
２
〜
２
札
幌
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
12

階　

☎
205
〜
５
３
７
１
）

＊
願
書
は
市
消
防
本
部
、
消
防
署
大

曲･

西
の
里
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。
　

問
合
せ　

市
消
防
本
部
予
防
課（
☎

373
〜
９
１
１
９
）

　

普
段
立
ち
入
る
こ
と
の
な
い
演

習
場
を
見
て
い
た
だ
き
、
新
緑
と

自
然
の
恵
み
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

６
月
4
日
㈰　

午
前
７
時

〜
午
後
２
時
（
開
放
時
間
以
外
は

入
れ
ま
せ
ん
）

入
場
口　

国
道
36
号
恵
庭
市
側
統

制
所
入
口
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

（
北
広
島
市
側
か
ら
は
入
れ
ま
せ
ん
）

注
意
事
項

●
車
両
は
必
ず
駐
車
場
に

●
た
ば
こ
の
火
の
後
始
末
は
き
ち

ん
と
（
た
き
火
は
厳
禁
）

●
ご
み
は
持
ち
帰
る

●
自
衛
隊
員
・
市
職
員
の
指
示
に

従
い
、
開
放
区
域
以
外
に
立
ち
入

ら
な
い

●
ス
ズ
ラ
ン
を
採
取
し
な
い

●
閉
鎖
時
間
を
考
え
、
早
め
に
退

場
す
る

＊
車
両
事
故
な
ど
に
つ
い
て
の
責

任
は
負
え
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

防
衛
担
当
（
内
線
７
３
２
）

ご
存
知
で
す
か

　

人
権
擁
護
委
員
制
度

　

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の

日
で
す
。
北
広
島
市
で
も
５
人
の

人
権
擁
護
委
員
が
法
務
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
、
い
つ
で
も
地
域
住
民

か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
に
は
難
し
い
手
続
き
も
な
く
、

無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

相
談
は
、
離
婚
相
談
な
ど
の
家
庭

内
の
問
題
や
借
地
借
家
の
問
題
、

隣
近
所
の
も
め
事
な
ど
、
幅
広
い

内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
人
権
擁
護
委
員
〉

三
浦
信
子
さ
ん
、
北
健
三
さ
ん
、

遠
藤
隆
子
さ
ん
、
佐
藤
將
さ
ん
、

安
井
カ
ズ
子
さ
ん

問
合
せ　

市
民
生
活
課
（
内
線
７

０
０
）

　　

市
民
の
皆
さ
ん
が
企
画
・
運
営

す
る
事
業
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

支
援
対
象
事
業　

生
涯
学
習
活
動

支
援
事
業

●
芸
術
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
生

涯
学
習
に
関
す
る
講
演
会
、
鑑
賞

会
、
交
流
な
ど

●
青
少
年
の
健
全
育
成
や
家
庭
教

育
に
役
立
つ
体
験
学
習
会
、
講
演

会
、
交
流
会
な
ど

●
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
研
修
や

事
業
、
ま
ち
づ
く
り
や
人
材
育
成

に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
（
視

察
研
修
を
除
く
）

支
援
金
額　

支
援
対
象
経
費
の
３

分
の
２
以
内
（
限
度
額
15
万
円
）

＊
市
内
で
広
く
市
民
に
公
開
さ
れ

る
７
月
か
ら
平
成
19
年
３
月
末
ま

で
の
開
催
事
業
が
対
象
で
、
毎
年

継
続
的
に
開
催
さ
れ
る
事
業
、
市

や
他
団
体
か
ら
補
助
な
ど
を
受
け

る
事
業
は
除
き
ま
す
。（
こ
れ
ま

で
の
市
生
涯
学
習
振
興
会
か
ら
市

生
涯
学
習
推
進
委
員
会
に
名
称
が

変
更
に
な
り
ま
し
た
）

申
込
み　

６
月
16
日
ま
で
に
事
務

局
（
市
教
委
社
会
教
育
課
内
・
内

線
８
９
５
）

　　

白
樺
高
等
養
護
学
校
は
、
知
的

障
が
い
の
あ
る
生
徒
の
た
め
の
高

等
養
護
学
校
で
す
。
地
域
の
皆
さ

ん
に
授
業
の
様
子
を
見
て
い
た
だ

く
た
め
、
授
業
を
公
開
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
20
日
㈫　

午
前
10
時

〜
正
午

会
場　

白
樺
高
等
養
護
学
校
（
輪

厚
６
２
１
〜
１
）

内
容　

授
業
の
公
開
、
授
業
で
作

っ
た
製
品
の
販
売

申
込
み　

６
月
16
日
ま
で
に
電
話

か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
教
務
部
（
☎
376
〜
２

３
５
３
・
FAX
　

376
〜
２
０
２
４
）

　

危
険
物
取
扱
者
試
験

　

消
防
設
備
士
試
験

　

自
衛
隊
島
松
演
習
場
の

　

一
部
を
開
放
し
ま
す

　

白
樺
高
等
養
護
学
校

　

学

校

公

開

　

生
涯
学
習
推
進

　

委
員
会
支
援
金



⑫

　

心
配
ご
と
悩
み
ご
と
相
談

　

相
談
員
が
親
身
に
応
じ
ま
す
。

秘
密
は
守
り
ま
す
。
来
所
か
電
話

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

☎
３
７
２
〜
１
６
４
０

日
時　

６
月
６
日
・
13
日
・
20
日
・

27
日
の
各
火
曜　

午
前
10
時
〜
午

後
４
時

会
場　

社
協
心
配
ご
と
相
談
所（
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
）

問
合
せ　

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎

372
〜
１
６
９
８
）

〈
市
へ　

図
書
館
に
〉

若
本
幹
夫
様

　
　
　
　
　
　

図
書　

６
７
９
冊

　
　
　
　

　

母
子
保
健
推
進
員

　

地
域
で
活
動
す
る
母
子
保
健
推

進
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

育
児
に
関
心
の
あ
る
女
性

募
集
地
区
と
人
数　

輪
厚
・
希
望

ヶ
丘
地
区
１
人
、
西
の
里･

虹
ヶ

丘
地
区
２
人
（
募
集
地
区
へ
の
訪

問
が
可
能
な
方
で
あ
れ
ば
、
募
集

地
区
以
外
に
お
住
ま
い
の
方
で
も

応
募
可
能
で
す
）

活
動
内
容　

妊
婦
や
乳
児
の
い
る

家
庭
へ
の
訪
問
、
育
児
交
流
会
の

開
催
、
会
議
へ
の
出
席
な
ど

委
嘱
期
間　

７
月
１
日
〜
平
成
20

年
３
月
31
日

＊
委
嘱
後
は
、
市
の
非
常
勤
特
別

職
と
な
り
ま
す
。

報
酬　

年
額
２
万
９
４
０
０
円（
年

度
途
中
の
採
用
は
減
額
）

申
込
み　

６
月
15
日
ま
で
に
履
歴

書
（
写
真
付
き
）
を
持
ち
健
康
推

進
課
（
内
線
８
０
８
）

　

市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

の
男
女
平
等
参
画
を
積
極
的
に
進

め
る
た
め
、
企
業
や
団
体
が
企
画

実
施
す
る
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
講
師
を

派
遣
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

応
募
要
件

●
市
内
の
企
業
や
団
体
が
主
催
す

る
研
修
会
な
ど
で
、
テ
ー
マ
が
男

女
平
等
参
画
や
女
性
の
問
題
に
関

す
る
こ
と
●
営
利
・
宗
教
・
政
治

活
動
に
当
ら
な
い
●
20
人
以
上
の

定
員
●
派
遣
講
師
は
原
則
と
し
て

１
人
２
時
間
以
内
●
８
月
か
ら
平

成
19
年
３
月
ま
で
の
開
催

募
集
件
数　

２
件
（
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
内
容
に
よ
り
調
整
）

申
込
み　

６
月
30
日
ま
で
に
市
民

生
活
課
（
内
線
７
１
６
）

　
　
　
　

移
動
採
血
車
ひ
ま
わ
り
号

　

献
血
に
ご
協
力
を

　

16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
方
が
対

象
で
す
。（
65
歳
以
上
の
場
合
は
、

60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
に
献
血
し
た

こ
と
の
あ
る
方
）

期
日　

６
月
12
日
㈪

コ
ー
ス　

旭
鉄
工
所
北
広
島
工
場

（
共
栄
）
＝
午
前
９
時
30
分
〜
11

時
30
分
▼
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
北
広

島
店
（
中
央
）
＝
午
後
０
時
30
分

〜
４
時
30
分

問
合
せ　

健
康
推
進
課
（
内
線
８

０
７
）

　

男
女
平
等
参
画
セ
ミ
ナ
ー

　

講
師
派
遣
事
業



⑬

乳
食
講
座
、
23
日
㈮
＝
救
急
救
命

講
習

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

会
場　

夢
プ
ラ
ザ
（
大
曲
３
７
０

〜
２
）

定
員　

先
着
20
組

申
込
み　

６
月
15
日
ま
で
に
健
康

推
進
課
（
内
線
８
０
８
）

健
康
講
演
会

　

自
分
の
身
体
を
自
分
で
管
理
し

て
健
康
に
暮
ら
す
生
活
習
慣
を
身

に
付
け
る
に
は
？　

若
い
方
も
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
17
日
㈯　

午
前
10
時

〜
11
時
30
分

会
場　

夢
プ
ラ
ザ
（
大
曲
３
７
０

〜
２
）

講
師　

大
曲
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ

ッ
ク
院
長　

大
森
嘉
幸
さ
ん

定
員　

先
着
30
人

参
加
料　

無
料

＊
健
康
づ
く
り
推
進
員
育
成
講
座

と
の
合
同
開
催
で
す
。
講
演
会
終

了
後
、
希
望
者
に
は
夢
プ
ラ
ザ
の

見
学
会
を
行
い
ま
す
。

申
込
み　

６
月
16
日
ま
で
に
健
康

推
進
課
（
内
線
８
０
８
）

マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

　

両
親
コ
ー
ス

　

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
な
る

た
め
の
準
備
は
お
済
み
で
す
か
。

　

ひ
き
こ
も
り
家
族
交
流
会

　

同
じ
悩
み
を
持
つ
家
族
が
体
験

を
語
り
合
い
、
学
ん
だ
り
情
報
交

換
を
行
い
、
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
や

家
族
の
悩
み
を
軽
減
し
ま
し
ょ
う
。

対
象　

北
広
島
市
・
千
歳
市
・
恵

庭
市
に
お
住
ま
い
で
、
家
族
の
ひ

き
こ
も
り
で
お
悩
み
の
方

日
時　

６
月
13
日
㈫　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

会
場　

千
歳
保
健
所
（
千
歳
市
東

雲
町
４
丁
目
２
）

内
容　

家
族
の
体
験
交
流
と
情
報

交
換

申
込
み　

６
月
12
日
ま
で
に
電
話

で
千
歳
保
健
所
健
康
推
進
課
（
☎

０
１
２
３
〜
23
〜
３
１
７
５
）

　

介
護
す
る
家
族
の
つ
ど
い

　

介
護
の
工
夫
や
日
ご
ろ
の
悩
み

を
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

日
時　

６
月
16
日
㈮　

午
後
１
時

〜
３
時

会
場　

西
の
里
団
地
住
民
集
会
所

問
合
せ　

き
た
高
齢
者
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
375
〜
５
８
８
８
）

　

育
児
交
流
会

　

出
産
や
育
児
を
応
援
す
る
地
域

の
母
子
保
健
推
進
員
と
保
健
師
・

栄
養
士
が
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん

の
交
流
会
を
行
い
ま
す
。

対
象　

１
歳
未
満
児
と
そ
の
親

日
程
・
内
容　

６
月
16
日
㈮
＝
離

　

生
活
習
慣
病

　

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

ぜ
ひ
、
ご
夫
婦
で
ど
う
ぞ
。

日
時　

６
月
11
日
㈰　

午
前
10
時

〜
午
後
０
時
30
分
（
受
付
は
午
前

９
時
30
分
か
ら
）

会
場　

中
央
会
館
（
市
役
所
隣
）

定
員　

先
着
20
組

内
容　

子
育
て
体
験
談
、
赤
ち
ゃ

ん
の
お
風
呂
（
実
習
）、
妊
娠
疑

似
体
験

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具
、
エ
プ
ロ
ン

申
込
み　

６
月
９
日
ま
で
に
健
康

推
進
課
（
内
線
８
０
８
）

　

マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

会
場　

夢
プ
ラ
ザ
（
大
曲
３
７
０

〜
２
）

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具

申
込
み　

６
月
26
日
ま
で
に
健
康

推
進
課
（
内
線
８
０
８
）

回 日　時 内　　容

１ ６月 27 日
㈫

13：30
〜

15：45

赤ちゃんとの生活
ビデオ「このすばらしき生命」
講話「赤ちゃんが生まれたら」

２ ７月４日
㈫

ビデオ「楽なお産のために」
呼吸法と妊婦体操

３ ７月 11 日
㈫

講話「母乳育児について」
　　  「母と子の歯の健康」

４ ７月 25 日
㈫

栄養講座「丈夫な赤ちゃんを産
むために」
先輩ママとの交流会
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心
の
健
康
相
談

日
時　

６
月
７
日
㈬　

午
後
１
時

30
分
か
ら

会
場　

福
祉
セ
ン
タ
ー

担
当　

精
神
科
医
師
、
保
健
師

料
金　

無
料

申
込
み　

予
約
制
で
６
月
６
日
ま

で
に
千
歳
保
健
所
（
☎
０
１
２
３

〜
23
〜
３
１
７
５
）

＊
相
談
日
以
外
も
来
所
や
電
話
で

相
談
を
受
け
ま
す
。

　

地
区
健
康
相
談

　

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め

に
、
運
動
や
食
事
、
歯
に
つ
い
て

個
別
に
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
程
・
会
場　

６
月
22
日
㈭
＝
西

の
里
会
館
▼
23
日
㈮
＝
団
地
住
民

セ
ン
タ
ー

＊
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

申
込
み　

高
齢
者
支
援
課
（
内
線

８
１
１
）

　

い
き
い
き
健
脚
教
室

　

寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
体
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

対
象　

65
歳
以
上
で
足
腰
の
筋
力

に
衰
え
を
感
じ
て
い
る
方

日
程
・
内
容　

７
月
７
日
㈮=

問

診
・
体
力
チ
ェ
ッ
ク
・
軽
運
動
・

健
脚
づ
く
り
講
話
、
14
日
㈮
＝
問

診
・
運
動
と
軽
運
動
・
歯
科
講
座
、

21
日
㈮
＝
問
診
・
軽
運
動
・
栄
養

講
座
、
28
日
㈮
＝
問
診
・
軽
運
動
・

交
流
会

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場　

大
曲
会
館
・
大
曲
フ
ァ
ミ

リ
ー
体
育
館

講
師　

運
動
講
師
・
保
健
師
・
栄

養
士
・
歯
科
衛
生
士

定
員　

先
着
25
人
（
ス
ポ
ー
ツ
安

全
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
か
ら
の

参
加
を
お
勧
め
し
ま
す
）

持
ち
物　

健
康
手
帳
（
持
っ
て
い

な
い
方
に
は
当
日
発
行
し
ま
す
）・

運
動
靴
・
タ
オ
ル

＊
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

申
込
み　

６
月
19
日
ま
で
に
高
齢

者
支
援
課
（
内
線
６
９
４
）

　

高
齢
者
地
域
交
流
会

　

地
域
で
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
保
健
師
と
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　

高
齢
者
や
身
体
に
障
が
い

が
あ
る
方
で
、
一
部
介
助
が
あ
れ

ば
外
出
可
能
な
方

日
時　

６
月
21
日
㈬　

午
後
１
時

〜
３
時
30
分

内
容　

血
圧
測
定
・
ゲ
ー
ム
・
交

流
会

会
場　

団
地
住
民
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

１
０
０
円
程
度
（
茶
菓

子
代
）

持
ち
物　

健
康
手
帳

定
員　

先
着
30
人

＊
身
体
状
況
に
よ
り
会
場
ま
で
の

行
き
来
が
難
し
く
、
送
迎
が
必
要

な
方
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

６
月
16
日
ま
で
に
高
齢

者
支
援
課
（
内
線
６
９
４
）

　

二
輪
車
安
全
運
転
講
習
会

　

バ
イ
ク
に
よ
る
交
通
事
故
の
防

止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
初
心
者

や
運
転
に
自
信
の
な
い
方
の
参
加

も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

６
月
11
日
㈰　

午
前
８
時

30
分
〜
午
後
０
時
30
分

会
場　

北
広
島
自
動
車
学
校
（
共

栄
16
）

内
容　

ス
ラ
ロ
ー
ム
・
急
制
動
・

８
の
字
走
行
な
ど

講
師　

自
動
車
学
校
二
輪
車
指
導
員

定
員　

先
着
30
人

参
加
料　

無
料

申
込
み　

市
民
生
活
課 
（
内
線
８

２
３
）

３
市
交
流
事
業

　　

北
広
島
市
・
札
幌
市
厚
別
区
・

江
別
市
の
地
域
子
育
て
支
援
の
充

実
と
、
支
援
者
の
育
成
を
目
的
に

講
演
会
・
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　

子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

地
域
子
育
て
支
援
者
・
子
育
て
に

　　　　　　　　　＊体温は会場で測ります。
　　　　　　　　　▷持ち物　母子健康手帳

◆３種混合（ジフテリア・破傷風・百日咳（せき））　
　対象：生後３カ月以上７歳６カ月未満の乳幼児・児童
　　　　（できるだけ２歳６カ月までに接種を４回済ませましょう）

◆２種混合（ジフテリア・破傷風）
　●６月 13日㈫　＊医療機関に電話予約が必要です。
　対象：３種混合の対象者のうち、すでに百日咳にかかった方
　　　　（できるだけ３歳までに接種を受けましょう）　

◆はしか風しん混合ワクチン（ＭＲワクチン）
　対象：第１期　１歳以上２歳未満の幼児
　　　　第２期　就学前の１年間（幼稚園・保育園の年長組）
 ＊「はしか」、「風しん」単独ワクチンをいずれも未接種の方
　＊４月１日以降、「はしか」と「風しん」のいずれかの予防　
　接種を受けていない１歳以上２歳未満の幼児を対象に、平
　成19年３月31日まで単独ワクチンの接種を無料で実施しま
　す。医療機関に事前の予約が必要です。　
◆ＢＣＧ　＊医療機関に電話予約が必要です。
　対象：生後６カ月未満の乳児
　　　　（生後３カ月からの接種をお勧めします）

◆乳児健診　対象：３・６・10カ月児　
　●６月１日㈭　西の里会館
　●６月７日㈬　夢プラザ（大曲 370-2）
　●６月14日㈬　福祉センター
　▷受付：13:30 ～ 15:00　▷持ち物：母子健康手帳

◆１歳６カ月児健診　対象：平成16年12月生まれ
　の幼児と１歳８カ月までの未受診児
　●６月28日㈬　福祉センター
　▷受付：9:30 ～ 11:00
　▷持ち物：母子健康手帳・歯ブラシ・問診票（会場にもあります）

◆３歳児健診　対象：平成15年５月生まれの幼児
　と４歳未満の未受診児
　●６月15日㈭　福祉センター
　▷受付：13:00 ～ 14:30
　▷持ち物：母子健康手帳・歯ブラシ・問診票（ない方には郵送します）
　　　　　　　・お子さんの目と耳に関するアンケート・採尿済容器

◆フッ素塗布（料金 500 円）
　●６月 13日㈫　福祉センター
　＊塗布前に必ず歯を磨いてください。　
　▷受付：１歳～２歳５カ月児は 10:00 ～11:30　　　　
　　　　　２歳６カ月～就学前幼児は 13:30 ～ 15:00
　▷持ち物：母子健康手帳・歯ブラシ・タオル　

３種
混合

２種
混合

ＭＲワ
クチン ＢＣＧ

 渡辺小児科 ○ ○ ○ ○
 北広島小児科 ○ ○ ○ ○
 小児科大曲こどもクリニック ○ ○ ○ ○
 輪厚三愛病院 ○ ○ ○ ○
 西の里恵仁会病院 ○ ○ ○
 北広島中央クリニック ○ ○
 さいとうクリニック ○ ○
 大曲ファミリークリニック ○ ○
 川島内科クリニック ○ ○ ○ ○
 道央病院 ○ ○

医療機関

～ 予防接種の風景 ～

　

子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

　

地
域
子
育
て
支
援
者
講
演
会



興
味
の
あ
る
方

日
時
・
場
所
・
内
容
・
講
師

●
７
月
４
日
㈫　

午
後
２
時
〜
４

時　

サ
ン
ピ
ア
ザ
劇
場
（
札
幌
市

厚
別
区
中
央
２
〜
５
）　

講
演
会「
子

育
て
が
辛
い
な
ん
て
？　

〜
い
ま

の
母
の
悩
み
と
支
援
の
方
法
〜
」

相
場
幸
子
さ
ん
（
臨
床
心
理
士
）

●
７
月
12
日
㈬　

午
後
２
時
〜
４

時
30
分　

厚
別
区
民
セ
ン
タ
ー
区

民
ホ
ー
ル
（
札
幌
市
厚
別
区
厚
別

中
央
１
〜
５
）　

講
演
会
「
絵
本

そ
れ
は
未
来
へ
の
架
け
橋
」・
交

流
会
「
絵
本
を
活
用
し
て
み
よ
う

〜
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
実
技
交

流
」
青
田
正
徳
さ
ん
（
ち
い
さ
な

絵
本
や
「
ひ
だ
ま
り
」
代
表
）

定
員　

各
先
着
50
人
（
両
日
参
加

も
可
）

申
込
み　

６
月
13
日
ま
で
児
童
家

庭
課
（
内
線
７
８
９
）

　

大
曲
公
民
館
事
業

〈
大
曲
ゴ
ロ
ッ
ケ
ー
大
会
〉

　

子
ど
も
か
ら
熟
年
ま
で
、
快
い

汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

６
月
11
日
㈰
（
雨
天
時
は

18
日
㈰
に
延
期
）　

集
合
午
前
８
時

30
分　

開
会
式
午
前
８
時
45
分　

競
技
開
始
午
前
９
時

会
場　

大
曲
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

種
目　

一
般
の
部
・
個
人
戦
（
年

齢
は
問
い
ま
せ
ん
）

参
加
料　

１
人
３
０
０
円
（
保
険

料
を
含
む
）

＊
用
具
の
あ
る
方
は
お
持
ち
く
だ

さ
い
。（
貸
し
出
し
も
あ
り
ま
す
）

申
込
期
限　

６
月
６
日

〈
フ
ラ
ダ
ン
ス
そ
の
コ
ツ
の
コ
ツ

教
室
〉

　

柔
軟
な
体
と
心
で
人
生
を
明
る

く
元
気
に
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　

成
人

日
時　

６
月
14
日
・
21
日
の
各
水

曜
（
全
２
回
）　

午
前
10
時
〜
正
午

定
員　

先
着
15
人

会
場　

大
曲
会
館

受
講
料　

５
０
０
円

講
師　

池
田
美
智
子
さ
ん（
ホ
ア
・

ピ
リ
・
フ
ラ
ス
ク
ー
ル
）

申
込
期
限　

６
月
９
日

〈
市
民
ガ
イ
ド
講
座
・
バ
ス
巡
検「
郷

土
北
広
島
・
大
い
な
る
発
見　

水

と
緑
と
風
と
！
」〉

対
象　

成
人

日
時　

６
月
23
日
㈮　

午
前
９
時

に
大
曲
会
館
バ
ス
出
発　

定
員　

先
着
30
人

参
加
料　

５
０
０
円
（
副
食
費
）

持
ち
物　

お
に
ぎ
り
、
タ
オ
ル

申
込
期
限　

６
月
16
日

〈
共
通
事
項
〉

申
込
み　

大
曲
公
民
館
（
火
曜
〜

土
曜
、
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４

時
、
☎
377
〜
４
４
１
５
）

　

す
く
す
く
広
場

〈
大
曲
保
育
園
〉

　

園
庭
の
遊
具
で
遊
び
ま
し
ょ
う
。

対
象　

１
歳
６
カ
月
〜
３
歳
の
親
子

日
時　

６
月
14
日
㈬　

午
前
９
時

30
分
〜
11
時

定
員　

先
着
12
組

申
込
み　

６
月
７
日
ま
で
に
大
曲

保
育
園
（
☎
376
〜
２
５
３
７
）

〈
大
曲
い
ち
い
保
育
園
〉

対
象　

１
歳
未
満
の
親
子
で
２
回

と
も
参
加
可
能
な
方

日
時　

６
月
８
日
・
15
日
の
各
木

曜
も
午
前
10
時
〜
11
時

会
場　

大
曲
い
ち
い
保
育
園

内
容　

親
子
あ
そ
び
と
離
乳
食

定
員　

先
着
10
組
程
度

申
込
み　

６
月
６
日
ま
で
に
大
曲
い

ち
い
保
育
園
（
☎
377
〜
２
８
２
５
）　

　　

酪
農
学
園
大
学
と
連
携
し
公
開

講
座
を
開
催
し
ま
す
。
道
民
カ
レ

ッ
ジ
の
単
位
取
得
講
座
で
す
。

日
時　

６
月
21
日
㈬　

午
後
７
時

〜
８
時
30
分

会
場　

中
央
公
民
館

講
座
内
容　
「
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
活
用
」　

バ
イ
オ
マ
ス

に
つ
い
て
の
説
明
と
活
用
方
策
に

つ
い
て
、
デ
ン
マ
ー
ク
な
ど
の
事

例
を
紹
介

講
師　

酪
農
学
園
大
学
環
境
シ
ス

テ
ム
学
部
教
授　

中
原
淮
一
さ
ん

定
員　

先
着
30
人

参
加
料　

５
０
０
円

申
込
み　

６
月
19
日
ま
で
に
中
央

公
民
館
（
☎
373
〜
０
１
０
１
）

　

中
央
公
民
館

　

大
学
公
開
講
座

⑮



　

赤
ち
ゃ
ん
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

育
児
の
情
報
を
提
供
し
、
頑
張

る
マ
マ
を
応
援
し
ま
す
。（
子
育

て
支
援
サ
ー
ク
ル
「
マ
ー
マ
リ
ー

ド
」
と
の
共
催
で
す
）

対
象　

妊
娠
中
の
方
・
乳
幼
児
の

い
る
保
護
者

日
時　

６
月
27
日
㈫　

午
前
10
時

〜
午
後
０
時
30
分

会
場　

夢
プ
ラ
ザ
（
大
曲
３
７
０

〜
２
）

内
容　

①
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
講

習
３
回
（
先
着
30
人
）
②
ベ
ビ
ー

サ
イ
ン
実
技
講
習
３
回
（
先
着
45

人
）
③
ベ
ビ
ー
お
や
つ
試
食
３
回

（
先
着
45
人
）
④
ベ
ビ
ー
ス
リ
ン

グ
講
演
コ
ー
ナ
ー
⑤
育
児
用
品
リ

サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー
⑥
大
曲
い
ち

い
保
育
園
保
育
士
に
よ
る
子
育
て

支
援
コ
ー
ナ
ー　

ほ
か

＊
①
〜
③
は
事
前
に
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。
そ
の
他
は
直
接
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
①
の
マ
ッ

サ
ー
ジ
講
習
参
加
者
は
タ
オ
ル
２

本
と
バ
ス
タ
オ
ル
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

参
加
料　

無
料

申
込
み　

児
童
家
庭
課
（
内
線
８

１
４
）

　

札
幌
広
域
圏
の
イ
ベ
ン
ト
、
祭

り
、
農
業
や
観
光
施
設
な
ど
を
回

り
、ス
タ
ン
プ
を
集
め
ま
し
ょ
う
。

期
間　

６
月
17
日
㈯
〜
10
月
15
日
㈰

ラ
リ
ー
ポ
イ
ン
ト　

札
幌
市
、
江

別
市
、
千
歳
市
、
恵
庭
市
、
北
広

島
市
、
石
狩
市
、
当
別
町
、
新
篠

津
村
で
各
４
カ
所
ず
つ

ス
タ
ン
プ
帳
の
配
布
場
所　

市
役

所
・
札
幌
広
域
圏
組
合
事
務
局
・

各
ポ
イ
ン
ト

＊
応
募
方
法
は
ス
タ
ン
プ
帳
に
記

載
し
て
あ
り
ま
す
。

賞
品　

札
幌
広
域
圏
各
市
町
村
の

特
産
品
を
抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト

問
合
せ　

札
幌
広
域
圏
組
合
事
務

局
（
☎
290
〜
１
３
１
３
）

花
水
木

　

ウ
ォ
ー
ク
２
０
０
６

　

自
分
の
ペ
ー
ス
で
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
途
中
簡

単
な
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
す
。ま
た
、

完
歩
者
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
用
意

し
て
い
ま
す
。

対
象　

完
歩
で
き
る
自
信
が
あ
り
、

午
後
３
時
ま
で
に
ゴ
ー
ル
で
き
る

方（
中
学
生
は
保
護
者
の
承
諾
が
、

小
学
生
以
下
は
引
率
責
任
者
の
同

伴
が
必
要
）

日
時　

６
月
25
日
㈰　

午
前
８
時

15
分
受
付
開
始　

午
前
８
時
50
分

開
会
式
、　

午
前
９
時
ス
タ
ー
ト

（
小
雨
決
行
）　

集
合
場
所　

エ
ル
フ
ィ
ン
パ
ー
ク

コ
ー
ス　

エ
ル
フ
ィ
ン
パ
ー
ク
〜

さ
っ
ぽ
ろ
大
地
公
園
（
札
幌
市
白

石
区
）

＊
ゴ
ー
ル
か
ら
Ｊ
Ｒ
白
石
駅
ま
で

無
料
バ
ス
を
運
行
し
ま
す

定
員　

４
５
０
人

参
加
料　

大
人
８
０
０
円　

中
学

生
以
下
５
０
０
円

持
ち
物　

昼
食
・
タ
オ
ル
・
雨
具

＊
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

申
込
み　

市
役
所
と
各
出
張
所
、

市
教
委
、
総
合
体
育
館
、
団
地
住

民
セ
ン
タ
ー
、
エ
ル
フ
ィ
ン
パ
ー

ク
に
置
い
て
あ
る
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
６
月
15
日
ま

で
に
参
加
料
を
添
え
て
総
合
体
育

館
か
最
寄
り
の
郵
便
局

問
合
せ　

市
教
委
体
育
課
（
内
線

８
９
０
）

　

第
30
回
友
愛
セ
ー
ル

　

こ
の
バ
ザ
ー
の
収
益
金
は
、
地

域
福
祉
活
動
な
ど
の
財
源
と
な
り

ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

６
月
10
日
㈯　

午
前
10
時

〜
午
後
２
時

会
場　

エ
ル
フ
ィ
ン
パ
ー
ク

〈
寄
贈
品
受
付
〉

日
時　

６
月
９
日
㈮　

午
前
10
時

〜
正
午

場
所　

●
東
部
地
区　

紳
士
服
の

は
る
や
ま
、
中
央
公
民
館
、
不
二

家
北
広
島
店
、
北
の
台
会
館
、
東

共
栄
会
館　

●
大
曲
地
区　

Ｊ
Ａ

道
央
北
広
島
支
所
大
曲
支
店
、
Ｊ

　

ふ
る
さ
と
の
魅
力

　

８は
っ
け
ん見

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

⑯



⑰

Ｏ
Ｙ
セ
リ
オ
大
曲
店
、
大
曲
南
ヶ

丘
会
館
、
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
大
曲

柏
葉
台
店　

●
西
部
地
区　

Ｊ
Ａ

道
央
北
広
島
支
所
西
部
支
店
、
輪

厚
児
童
セ
ン
タ
ー　

●
西
の
里
地

区　

西
の
里
公
民
館
、
西
の
里
白

樺
会
館
、西
の
里
団
地
集
会
所（
駐

在
所
横
）　

●
団
地
地
区　

東
急

ス
ト
ア
北
広
島
店
中
央
口
、
広
葉

ス
ト
ア
、第
二
住
区
住
民
集
会
所
、

セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
高
台
店
、
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
き
た
ひ
ろ
、
団
地
住
民

セ
ン
タ
ー
、
エ
ル
フ
ィ
ン
パ
ー
ク

受
付
物
品　

大
型
物
品
、
衣
類
、

雑
貨
、
贈
答
品
な
ど

＊
大
型
物
品
は
事
前
に
連
絡
が
必

要
で
す
。
テ
レ
ビ
・
洗
濯
機
・
冷

蔵
庫
・
冷
凍
庫
・
エ
ア
コ
ン
・
パ

ソ
コ
ン
な
ど
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎

372
〜
１
６
９
８
）

　

療
育
キ
ャ
ン
プ

　

夏
の
ひ
と
と
き
を
一
緒
に
楽
し
く

過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

７
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰
の

１
泊
２
日

場
所　

小
平
町
と
深
川
市
周
辺

内
容　

海
水
浴
な
ど
（
予
定
）

募
集
人
数　

障
が
い
児
者
30
人（
同

伴
家
族
に
は
人
数
に
制
限
が
あ
り

ま
す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

参
加
費　

障
が
い
児
者
＝
無
料
、

同
伴
家
族
＝
大
人
１
人
４
０
０
０

円
・
小
学
生
以
上
２
０
０
０
円
・

小
学
生
未
満
無
料

申
込
み　

社
会
福
祉
協
議
会
窓
口

に
あ
る
申
込
兼
調
査
カ
ー
ド
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
６
月
15
日
ま

で
に
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
372
〜

１
６
９
８
）

＊
こ
の
事
業
に
お
手
伝
い
い
た
だ

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
同
時
に
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

初
心
者
も
歓
迎
し
ま
す
。

日
時　

６
月
16
日
・
23
日
・
30
日

の
各
金
曜　

午
後
１
時
〜
３
時

会
場　

輪
厚
農
民
研
修
セ
ン
タ
ー

内
容　

五
月
人
形
（
雁
童
子
）

講
師　

千
田
キ
ヨ
さ
ん
（
北
海
道

人
形
作
家
協
会
「
会
員
」）

定
員　

先
着
15
人

参
加
料　

１
５
０
０
円
（
教
材
費

を
含
む
）

持
ち
物　

筆
記
用
具
・
ノ
ー
ト
・

エ
プ
ロ
ン
・
お
し
ぼ
り

申
込
み　

６
月
10
日
ま
で
に
西
部

地
区
生
涯
学
習
振
興
会
（
☎
376
〜

３
９
３
５
）
か
西
部
出
張
所
（
☎

376
〜
２
１
０
３
）

　

障
が
い
者
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、

楽
し
く
粘
土
で
皿
作
り
な
ど
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
次
の

い
ず
れ
か
の
方

●
心
身
に
障
が
い
の
あ
る
方

●
陶
芸
に
興
味
の
あ
る
方

日
時　

６
月
10
日
㈯　

午
前
10
時

〜
正
午

会
場　

フ
レ
ン
ド
リ
ー
セ
ン
タ
ー

定
員　

20
人

参
加
料　

５
０
０
円

申
込
み　

６
月
８
日
ま
で
に
市
教

委
社
会
教
育
課
（
内
線
８
８
９
）

親
子de

海
食

　　

石
狩
管
内
各
市
町
村
の
親
子
の

「
食
育
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
宿
泊

体
験
事
業
で
す
。
管
内
の
特
産
品

を
味
わ
い
ま
し
ょ
う
。

日
程　

７
月
８
日
㈯
の
午
前
９
時

〜
９
日
㈰
の
午
後
３
時
解
散
（
１

泊
２
日
）

会
場　

石
狩
市
厚
田
区
厚
田
総
合

セ
ン
タ
ー
道
民
の
森
神
居
尻
地
区

内
容　

海
か
ら
学
ぼ
う

●
海
の
恵
み
を
〜
ふ
れ
る
・
さ
ば

く
・
わ
か
る
〜

●
海
の
恵
み
を
〜
味
わ
う
・
楽
し

む
・
分
か
ち
合
う
〜

●
い
し
か
り
の
食
の
体
験
広
場　

対
象　

小
学
１
〜
４
年
生
と
保
護

者（
子
ど
も
一
人
に
保
護
者
一
人
）

参
加
料　

１
組
３
０
０
０
円

定
員　

８
組（
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
み　

市
教
委
社
会
教
育
課
（
内

線
８
９
１
）

　

楽
し
い
「
和
紙
人
形

　

つ
く
り
講
座
」

　

粘
土
で
湯
呑
み
や

　

カ
ッ
プ
を
作
り
ま
せ
ん
か

　

い
し
か
り
大
好
き
！

　

食
の
体
験
ラ
ン
ド



⑱

応
募
規
定　

応
募
者
本
人
が
撮
影

し
た
未
発
表
の
作
品
で
、
他
の
コ

ン
ク
ー
ル
な
ど
へ
の
応
募
予
定
が

な
い
も
の

＊
サ
イ
ズ
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

は
応
募
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

表
彰　

部
門
別
に
市
長
賞
、
教
育

長
賞
、
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
会
長
賞
各

１
点
、
入
選
10
点

審
査
・
発
表　

審
査
委
員
会
で
審

査
の
上
、
８
月
下
旬
に
入
賞
者
本

人
へ
直
接
通
知

＊
応
募
作
品
展
を
８
月
26
日
〜
30

日
に
エ
ル
フ
ィ
ン
パ
ー
ク
で
、
入

賞
作
品
展
を
８
月
31
日
〜
９
月
22

日
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
楓
（
茶
房
ま
つ

風
内
）
で
開
催
し
ま
す
。

応
募
票
配
布　

市
役
所
と
各
出
張

所
、
団
地
住
民
セ
ン
タ
ー
、
エ
ル

フ
ィ
ン
パ
ー
ク
、
夢
プ
ラ
ザ
、
茶

房
ま
つ
風

申
込
み　

８
月
21
日
ま
で
に
茶
房

ま
つ
風
（
〒
061
〜
１
１
２
１
中
央

６
丁
目
８
〜
７　

代
表
粟あ

い
は
ら

飯
原
☎

373
〜
７
２
２
２
）

▼
新
婦
人
北
広
島
支
部
〝
介
護
保

険
講
座
「
生
き
い
き
と
希
望
の
あ

る
高
齢
期
を　

〜
介
護
の
現
場
か

ら
〜
」〞

　

ど
う
し
た
ら
希
望
の
あ
る
高
齢

期
を
迎
え
ら
れ
る
の
か
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

６
月
10
日
㈯　

午
後
２
時

〜
４
時

会
場　

中
央
会
館
（
市
役
所
隣
）

講
師　

ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
ズ
た
ん
ぽ

ぽ
代
表
・
介
護
福
祉
士　

川
村
恵

智
子
さ
ん

参
加
料　

無
料

問
合
せ　

沢さ
わ
ぐ
ち口
（
☎
373
〜
１
７
５
５
）

▼
無
料
体
験
会
〝
大
正
琴
サ
ー
ク

ル
・
ド
ル
チ
ェ
（
木
村
流
）〞

　

楽
器
は
お
貸
し
し
ま
す
の
で
お

気
軽
に
ど
う
ぞ
。

日
時　

６
月
15
日
・
29
日
の
各
木

曜　

午
後
１
時
〜
２
時

会
場　

夢
プ
ラ
ザ
（
大
曲
３
７
０

〜
２
）

問
合
せ　

藤ふ
じ
か
わ川

（
☎
373
〜
１
５
７
３
）

▼
Ｍ
Ｏ
Ａ
北
広
島
食
育
推
進
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
〝
旬
の
食
材
を
生
か
し

た
男
性
の
料
理
教
室
と
セ
ミ
ナ
ー
〞

　

生
命
力
の
あ
る
も
の
を
食
べ
て

み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

６
月
25
日
㈰　

午
前
10
時

〜
午
後
２
時

会
場　

団
地
住
民
セ
ン
タ
ー

講
師　

栄
養
士
・
調
理
師

定
員　

先
着
20
人

参
加
料　

１
０
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

申
込
み　

６
月
17
日
ま
で
に
本ほ

ん
ま間

（
☎
372
〜
２
５
７
６)

▼
北
広
島
市
書
道
協
会
〝
無
料
初

心
者
書
道
講
習
会
〞

日
時　

６
月
３
日
㈯　

午
後
３
時

　

参
加
し
ま
せ
ん
か

▼
第
33
回
東
部
地
区
市
民
文
化
祭

日
時　

●
展
示
部
門
＝
９
月
15
日

㈮
〜
17
日
㈰　

●
舞
台
部
門
＝
９

月
17
日
㈰　

午
前
10
時
30
分
〜
午

後
３
時
30
分

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル

内
容　

展
示
部
門
＝
書
道
・
華
道
・

絵
画
・
写
真
・
手
工
芸
・
文
芸
ほ

か
、
舞
台
部
門
＝
詩
吟
・
邦
楽
邦

舞
・
民
謡
・
カ
ラ
オ
ケ
・
大
正
琴

ほ
か

参
加
料　

展
示
部
門
＝
壁
面
１
ｍ

６
０
０
円
（
２
段
掛
け
ま
で
可
）・

テ
ー
ブ
ル
一
脚
８
０
０
円
、
舞
台

部
門
＝
１
曲
（
５
分
程
度
）
２
０

０
０
円

＊
参
加
す
る
方
は
、
６
月
18
日
午

後
６
時
か
ら
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
で

開
催
す
る
実
行
委
員
会
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

申
込
み　

６
月
12
日
ま
で
に
中な

か
だ
て館

（
☎
・
FAX

 

373
〜
１
７
３
４
）

▼
北
広
室
内
楽
を
楽
し
む
会
25
周

年
記
念
演
奏
会
〝
第
50
回
室
内
楽

の
た
の
し
み
・
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ

『
四
季
』〞

日
時　

６
月
18
日
㈰　

開
場
午
後

２
時
30
分　

開
演
午
後
３
時

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル

会
場　

緑
葉
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

参
加
料　

５
０
０
円
（
３
回
分
）

持
ち
物　

ラ
ケ
ッ
ト
、
テ
ニ
ス
シ

ュ
ー
ズ

申
込
み　

南
み
な
み

（
☎
・
FAX 

377
〜
４
０

８
７
）

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
レ
ン
ジ
ャ
ー

協
議
会 

〝
初
夏
の
レ
ク
の
森
で
の

観
察
会
〞

　

植
物
た
ち
の
生
命
の
輝
き
を
確

か
め
て
み
よ
う
。

日
時　

６
月
18
日
㈰　

午
前
10
時

〜
午
後
０
時
30
分

場
所　

レ
ク
の
森
入
口

会
費　

１
０
０
円
（
保
険
料
）

問
合
せ　

佐さ
と
う藤

（
☎
373
〜
６
２
８
０
）

▼
北
広
島
市
邦
楽
邦
舞「
邦
扇
会
」

〝
第
10
回
発
表
会
10
周
年
記
念
福

祉
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
〞

日
時　

６
月
25
日
㈰　

開
場
午
前

10
時　

開
演
午
前
10
時
30
分

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル

入
場
料　

５
０
０
円

＊
詳
し
く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

西
川
流
鯉
延
会
坂ば

ん
ど
う東（

☎

372
〜
４
５
３
２
）

▼
市
制
施
行
10
周
年
記
念
〝
北
広

島
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
〞

募
集
内
容　

平
成
17
年
４
月
か
ら

本
年
８
月
ま
で
に
撮
影
し
た
市
内

の
自
然
風
景
・
街
並
み
・
イ
ベ
ン

ト
な
ど

部
門　

一
般
部
門
・
小
中
学
生
部
門

出
演　

尾
花
輝
代
允
と
仲
間
た
ち

プ
ロ
グ
ラ
ム　

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
・

弦
楽
４
重
奏
曲
、
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ

ィ
・
四
季
（
全
曲
）

入
場
料　

一
般
２
５
０
０
円
、
高

校
生
以
下
１
０
０
０
円

入
場
券
取
扱　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
・

夢
プ
ラ
ザ
・
う
え
は
ら
生
花
店
・

白
光
堂
・
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
ほ
か

問
合
せ　

板い
た
が
き垣
（
☎
373
〜
３
１
１
３
）

▼
北
広
島
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟〝
第

19
回
市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
〞

日
時　

６
月
４
日
㈰　

受
付
午
前

８
時
30
分　

開
始
午
前
９
時

会
場　

緑
葉
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

種
目　

一
般
男
女
、
シ
ニ
ア
（
45

歳
以
上
）
男
女

参
加
料　

会
員
９
０
０
円
、
非
会

員
１
２
０
０
円

申
込
み　

６
月
２
日
ま
で
に
後ご

と
う藤

（
☎
・
FAX
　

375
〜
２
１
６
６
）

▼
２
０
０
６
み
ん
な
集
ま
れ
★
フ

リ
マ
でG
O

　

家
に
眠
っ
て
い
る
雑
貨
・
不
用

品
を
持
ち
寄
り
ま
せ
ん
か
？

日
時　

７
月
２
日
㈰　

午
前
10
時

〜
午
後
２
時

会
場　

エ
ル
フ
ィ
ン
パ
ー
ク

出
店
数　

先
着
40
ブ
ー
ス

＊
大
型
品（
自
転
車
・
ベ
ビ
ー
カ
ー

な
ど
）
の
特
設
ブ
ー
ス
を
開
設
予

定
。
詳
細
は
出
店
申
込
時
に
。

申
込
み　

宮み
や
こ
し越

（
☎
373
〜
０
４
７
０
）

▼
北
広
島
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会 〝
第

19
回
協
会
結
成
記
念
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
大
会
〞

日
時　

６
月
25
日
㈰　

開
場
午
前

８
時
30
分
、
開
始
午
前
９
時

会
場　

総
合
体
育
館

種
目　

①
一
般
男
子
・
女
子
ダ
ブ

ル
ス
の
部
（
１
〜
５
部
・
た
だ
し
、

申
し
込
み
数
に
よ
っ
て
は
上
の
部

と
の
対
戦
も
あ
り
）、
②
一
般
混

合
ダ
ブ
ル
ス
の
部
（
①
と
同
じ
）

＊
部
は
２
人
の
内
ラ
ン
ク
が
高
い

方
に
参
加
と
な
り
ま
す
。

参
加
資
格　

協
会
加
盟
者
（
当
日

の
加
盟
も
可
、
加
盟
料
は
年
額
５

０
０
円
）

参
加
料　

１
人
１
０
０
０
円
（
サ

ー
ク
ル
ご
と
に
納
入
、
当
日
の
不

参
加
は
参
加
料
を
徴
収
）

申
込
み　

ス
ポ
ー
ツ
Ｙ
Ｏ
Ｕ
（
美

沢
３
丁
目
13
〜
２　

☎
373
〜
３
１

１
０
、
FAX 

373
〜
３
１
９
４
）
に
あ

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
６
月
11
日
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ

Ｙ
Ｏ
Ｕ
必
着

問
合
せ　

北
広
島
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

協
会
（
☎
090
〜
２
０
５
７
〜
４
９

６
１
）

▼
北
広
島
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
〝
初

心
者
・
初
級
者
講
習
会
〞

日
時　

６
月
３
日
・
17
日
・
24
日

の
各
土
曜
（
計
３
回
）
午
前
10
時

〜
正
午

広報紙に掲載されている写真（本人または家族が写っているもの）を
ご希望の方は、ご連絡ください。無料で差し上げます。



⑲

30
分
か
ら

会
場　

団
地
住
民
セ
ン
タ
ー

内
容　

筆
の
持
ち
方
、
用
具
の
選

び
方
、
基
本
的
な
練
習

講
師　

石
田
壱
城
先
生
（
北
海
道

書
道
展
審
査
会
員
）

＊
道
具
は
用
意
し
ま
す
。

申
込
み　

戸と
つ
か塚

（
☎
373
〜
６
２
５
０
）

▼
着
付
け
サ
ー
ク
ル
〝
ゆ
か
た
の

着
付
け
講
習
会
〞

　

今
年
の
夏
は
浴
衣
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時
・
会
場　

７
月
１
日
㈯　

午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
、
７
月

５
日
・
19
日
の
各
水
曜　

午
前
10

時
〜
正
午
・
西
の
里
会
館
、
７
月

６
日
・
20
日
の
各
木
曜　

午
前
10

時
〜
正
午　

東
記
念
館
、
７
月
26

日
㈬　

午
前
10
時
〜
正
午　

美
咲

き
野
石
黒
宅

持
ち
物　

浴
衣
、半
巾
帯
、肌
じ
ゅ

ば
ん
、
裾
よ
け
、
ひ
も
３
本
、
タ

オ
ル
３
本
、
伊
達
じ
め
、
帯
板
、

洗
濯
バ
サ
ミ
１
本

参
加
料　

１
回
５
０
０
円

申
込
み　

石い
し
ぐ
ろ黒
（
☎
・
FAX 

372
〜
５

５
８
７
）

▼
北
広
島
親
と
子
の
文
化
を
楽
し

む
会
「
遊
民
」〝
遊
民
10
周
年
企

画　

ド
キ
ド
キ
サ
ー
カ
ス
シ
ョ
ー

『
亀
ち
ゃ
ん
の
ク
ラ
ウ
ン
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
』〞

日
時　

６
月
24
日
㈯　

開
場
午
後

１
時
30
分　

開
演
午
後
２
時

会
場　

東
部
小
学
校
体
育
館

入
場
料　

前
売
券
＝
親
子
券
（
親

と
４
歳
以
上
）
１
５
０
０
円
・
１
人

券
（
４
歳
以
上
）
８
０
０
円
、
当

日
券
＝
１
人
券
だ
け
１
０
０
０
円

　

チ
ケ
ッ
ト
取
扱　

中
央
公
民
館
、

夢
プ
ラ
ザ
（
大
曲
３
７
０
〜
２
）、

団
地
住
民
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

真ま
が
ら柄
（
☎
373
〜
５
７
４
４
）

　

募
集
し
ま
す

▼
体
に
優
し
い
ス
ト
レ
ッ
チ
＆
ダ

ン
ス
〝
リ
ラ
の
会
〞

　

音
楽
に
合
わ
せ
心
と
体
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

毎
週
火
曜　

午
後
１
時
30

分
〜
３
時

会
場　

総
合
体
育
館

講
師　

堀
裕
子
さ
ん

会
費　

月
額
３
５
０
０
円　

ワ
ン

レ
ッ
ス
ン
１
５
０
０
円

問
合
せ　

種た
ね
む
ら村
（
☎
090
〜
２
６
９

４
〜
１
５
９
３
）

▼
隊
員
募
集
〝
い
く
ぞ
北
広
こ
ん

ち
ゅ
う
隊
〞

　

昆
虫
大
好
き
な
小
学
生
集
ま
れ
。

対
象　

市
内
の
小
学
生

内
容　

中
央
公
民
館
で
の
オ
オ
ク

ワ
ガ
タ
の
飼
育
を
中
心
に
、野
外
・

内
で
自
然
科
学
に
関
す
る
活
動
を

月
１
回
程
度
行
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

鈴す
ず
き木
（
☎
375
〜
３
２
４
３
）

＊
見
学･

体
験
を
随
時
受
付
中
。

▼
北
海
道
富
士
桜
一
万
本
育
苗
植

樹
推
進
会

　

富
士
山
周
辺
の
固
有
種
で
道
内

の
高
山
に
咲
く
高
根
桜
（
変
種
千

島
桜
）
同
類
の
富
士
桜
を
北
広
島

で
育
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
人
数　

市
内
に
お
住
ま
い
の

20
家
族（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

＊
桜
作
り
オ
ー
ナ
ー
も
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
限　

６
月
15
日

会
費　

年
額
５
０
０
円（
通
信
費
）

問
合
せ　

北
広
島
25
世
紀
の
森
づ
く

り
を
考
え
る
会
合ご

う
だ田
（
☎
・
FAX
　

377
〜

４
２
５
１
）

▼
気
功
太
極
拳　

十ま

つ
八
公
の
会

　

丈
夫
で
美
し
い
体
づ
く
り
を
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

北
広
島
Ｉ
Ｔ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

　

わ
た
し
た
ち
は
、
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ん
が
パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
楽
し
い
生
活
を

送
れ
る
よ
う
願
っ
て
活
動
し
て
い

ま
す
。一
緒
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
講

師
・
事
務
・
技
術
な
ど
）
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
中
央
公
民
館
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

＊
説
明
会
を
６
月
17
日
㈯
の
午
後

１
時
30
分
か
ら
中
央
公
民
館
で
行

い
ま
す
。

問
合
せ　

Ｉ
Ｔ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
酒さ

か

井い

（
☎
376
〜
７
９
５
５
）

▼
女
声
コ
ー
ラ
ス〝
コ
ー
ル
花
音
〞

　

新
し
い
女
声
コ
ー
ラ
ス
で
一
緒

に
歌
い
ま
せ
ん
か
。

対
象　

コ
ー
ラ
ス
の
好
き
な
方

日
時　

毎
週
火
曜　

午
前
９
時
30

分
〜
11
時
30
分

会
場　

団
地
住
民
セ
ン
タ
ー

指
導　

板
垣
恵
さ
ん
、
西
川
あ
さ

み
さ
ん

会
費　

月
額
３
５
０
０
円

問
合
せ　

竹た
け
う
ち内
（
☎
372
〜
４
０
３
６
）

▼
西
の
里
卓
球
ク
ラ
ブ

　

初
心
者
に
は
指
導
し
ま
す
。

対
象　

市
内
全
域
の
成
人

日
時　

水
曜　

午
前
10
時
〜
正
午
、

木
曜　

午
後
７
時
〜
９
時

会
場　

西
の
里
フ
ァ
ミ
リ
ー
体
育
館

問
合
せ　

石い
し
い井

（
☎
375
〜
３
６
８
９
）

り
の
サ
ー
ク
ル
を
紹
介
し
ま
す
。

問
合
せ　

北き
た
ぐ
ち口

（
☎
373
〜
６
０
４
７
）

▼
き
た
ひ
ろ
バ
レ
エ
「
ア
ン
ビ

シ
ャ
ス
」

　

バ
レ
エ
を
通
じ
て
一
緒
に
夢
を

み
ま
し
ょ
う
。

対
象　

４
歳
以
上
の
方

日
時
・
会
場　

毎
週
水
曜　

午
後

１
時
30
分
か
ら
・
夢
プ
ラ
ザ
、
毎

週
木
曜　

午
後
４
時
か
ら
・
総
合

体
育
館
、
毎
週
金
曜　

午
後
３
時

20
分
か
ら
・
西
の
里
会
館
、
毎
週

土
曜　

午
前
11
時
20
分
か
ら
・
花

ホ
ー
ル

講
師　

小
山
内
悦
子
（
元
東
京
シ

テ
ィ
バ
レ
エ
団
）

会
費　

３
６
０
０
円
〜
４
４
０
０
円

＊
動
き
や
す
い
服
装
で
、
ま
ず
は

レ
ッ
ス
ン
と
体
験
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

小お
さ
な
い

山
内
（
☎
090
〜
７
７

９
６
〜
７
８
０
０
）

▼
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
〝
そ
よ

か
ぜ
〞

　

近
郊
の
山
と
湖
沼
、
湿
原
散
策

を
楽
し
む
定
員
制
の
サ
ー
ク
ル
を

結
成
し
ま
す
。

対
象　

65
歳
未
満
で
、
軽
度
の
視

覚
障
害
の
あ
る
方
と
同
行
し
て
く

れ
る
方

年
会
費　

２
０
０
０
円
（
保
険
料

を
含
む
）

＊
希
望
者
に
は
資
料
を
送
付
し
ま
す
。

問
合
せ　

平ひ
ら
た田

（
☎
377
〜
８
２
５
３
）

「ふれあい通信」はサークルの会員募集や行事のお知らせにご利用ください。ただし、サークルの会員募集は６カ月に一度の掲載に限らせていただきます。
行事のお知らせ・会員募集とも、文章表現をできる限り短くし、対象・日時・場所・会費・問合せ先などを項目別に書いてください。なお、編集上表現を短
くすることがあります。

７
月
15
日
号
の
掲
載
を
希
望
す
る
方
は
６
月
15
日
ま
で
に
、
８
月
１
日
号
の

掲
載
を
希
望
す
る
方
は
７
月
１
日
ま
で
に
原
稿
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

広
報
原
稿
の
締
め
切
り

日
時　

毎
週
木
曜　

午
前
10
時
〜

11
時
30
分

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル

内
容　

気
功
体
操
・
簡
化
太
極
拳

会
費　

入
会
金
１
０
０
０
円　

月

額
２
５
０
０
円

問
合
せ　

得と
く
だ田

（
☎
373
〜
４
９
１
４
）

▼
北
広
島
里
づ
く
り
里
山
づ
く
り

町
内
会〝
米
づ
く
り
オ
ー
ナ
ー（
勉

強
会
）〞

　

寒
地
稲
作
発
祥
の
地
北
広
島
で

赤
毛
種
を
育
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

費
用　

１
組
５
０
０
円

＊
収
穫
後
、次
の
種
に
す
る
た
め
、

２
割
を
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

６
月
15
日
ま
で
に
合ご

う
だ田

（
☎
・
FAX

 

377
〜
４
２
５
１
）

▼
キ
タ
ヒ
ロ
・
ダ
ン
ス
研
究
会

　

ワ
ル
ツ
は
優
雅
に
、
ル
ン
バ
は

情
熱
的
に
。
初
心
者･

中
級
者
と

も
に
歓
迎
し
ま
す
。

日
時　

毎
週
金
曜　

午
後
６
時
30

分
〜
９
時

会
場　

中
央
公
民
館

会
費　

月
額
３
０
０
円

問
合
せ　

伊い
と
う藤
（
☎
373
〜
７
１
１
３
）

▼
日
本
詩
吟
学
院
岳
風
会
北
広
島

支
部

　

詩
吟
は
難
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

楽
し
み
な
が
ら
仲
間
づ
く
り
、
健

康
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
市

内
各
地
に
道
場
が
あ
り
ま
す
。
問

い
合
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
ら
最
寄



　

４
月
27
日
、
国
指
定
史
跡
旧

島
松
駅
逓
所
で
は
、
今
年
の
オ

ー
プ
ン
に
向
け
て
、
駅
逓
所
内

の
一
斉
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
清
掃
に
は
、
国
際
ソ
ロ

プ
チ
ミ
ス
ト
北
広
島
の
メ
ン
バ

ー
が
、
設
立
か
ら
15
年
間
毎
年

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
も
有
志

十
数
人
が
、
冬
期
間
の
ほ
こ
り

や
汚
れ
を
丁
寧
に
落
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

中
山
久
蔵
の
大
き
な
写
真
も
き
れ
い
に
拭
か
れ

て
、
久
蔵
翁
も
喜
ん
で
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

５
月
７
日
、
エ

ル
フ
ィ
ン
ロ
ー
ド

を
通
っ
て
の
「
お

花
見
サ
イ
ク
リ
ン

グ
」
が
敢
行
！

　

今
年
は
、
昨
年

の
雨
天
中
止
が
う

そ
の
よ
う
な
最
高

の
青
空
。
１
０
０

人
近
い
参
加
者
は
、

桜
開
花
を
期
待
し
て
目
的
地
・
札
幌
市
の
万
生
公

園
を
目
指
し
ま
し
た
。
途
中
オ
ー
プ
ン
前
の
「
自

転
車
の
駅
」
を
見
学
し
、
疲
れ
を
癒
し
て
再
出
発
。

　

ま
だ
つ
ぼ
み
の
桜
並
木
を
、
満
開
の
桜
を
想
像

し
な
が
ら
走
る
…
。
こ
れ
は
風
情
を
感
じ
ま
す
。

　

５
月
18
日
、
大
曲
児
童
セ
ン
タ
ー
で
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
「
く
る

く
る
凧
つ
く
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
お
母
さ
ん
・
子
ど
も
組
と
お
ば
あ
さ
ん
・
孫
組

の
６
組
が
参
加
。

　

子
ど
も
た
ち
が
白
い
画
用

紙
に
自
由
に
線
や
絵
を
描
き
、

、

そ
れ
を
お
母
さ
ん
た
ち
が
ら

せ
ん
状
に
切
り
抜
い
て
糸
と

持
ち
手
を
付
け
た
ら
「
く
る

く
る
凧
」
の
完
成
！　

子
ど

も
た
ち
は
凧
を
持
っ
て
元
気

に
走
り
回
っ
て
い
ま
し
た
。

　

市
内
10
の
小
学

校
で
は
５
月
か
ら

新
１
年
生
の
給
食

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

５
月
１
日
、
西

の
里
小
学
校
で
は
、

正
午
を
過
ぎ
る
と

教
室
が
ざ
わ
ざ
わ
。

そ
し
て
み
ん
な
エ

プ
ロ
ン
や
三
角
巾

を
着
け
て
、
元
気
に
教
室
を
飛
び
出
し
ま
し
た
。

手
を
洗
っ
て
、
い
よ
い
よ
準
備
開
始
で
す
！

　

牛
乳
や
は
し
を
ト
レ
ー
に
載
せ
る
手
つ
き
は
少

し
ぎ
こ
ち
な
げ
で
し
た
が
、
先
生
の
指
示
の
下
こ

の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
「
ぶ
た
汁
」
の
盛
り
付
け
に
挑

戦
し
た
子
も
。
み
ん
な
で
食
べ
る
給
食
は
い
か
が
。

お花見サイクリング 旧
島
松
駅
逓
所
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
〝
く
る
く
る
凧た

こ

つ
く
り
〞

新小学１年生初めての給食

西部小学校６年
小野寺皓義さん（左）
　　　　川村拓也さん（右）

＊
広
報
紙
は
資
源
保
護
の
た
め
１
０
０
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

⑳

図書館西部小分室の様子

ここでは一人静かに
勉強することも…？

ぼくたちに
人気の本「ミッケ」
（小学館 /写真ｳｫﾙﾀｰ･
  ｳｨｯｸ 文ｼﾞｰﾝ･ﾏﾙｿﾞｰﾛ）


